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バックエンド部会・週末基礎講座参加者数
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22009年10月24日バックエンド週末基礎講座



32009年10月24日バックエンド週末基礎講座



42018年11月3, 4日バックエンド週末基礎講座



5
福島事故後の原子力人材育成事業
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福島事故後の原子力人材育成事業

原子力人材育成事業
多様な環境放射能問題に対応可能な国際的人材の機関連携による育成
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オープン教材制作のきっかけ

オープン教材化

原子力人材育成事業
多様な環境放射能問題に対応可能な国際的人材の機関連携による育成

約20講義/年の開講

最終年度（H25年度）
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オープン教材とは

教育改善
•反転授業の実施

•学習管理システム 
の活用

生涯教育
•オープン教材公開

•MOOC開講

インターネット上に公開され、自由なアクセス、使用が可能

教材蓄積
•オープン教材制作

•ライブラリー化
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北海道大学オープンコースウエア

https://ocw.hokudai.ac.jp/?lang=ja
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原子力バックエンド教育への展開
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事業の概要

• 基礎教育（講義、実験）

• 専門教育（講義、実験、
フィールド実習、見学会）

• 国際教育（国際セミナー、
海外インターンシップ）
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実施内容

専門教育講義(平成28年7月3日 北海道大学）

国際セミナー(平成26年3月1日 北海道大学）

専門教育実験(平成28年9月2日 北海道大学）

インターンシップ報告(平成29年2月28日 北海道大学）
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実施内容

フィールド実習(平成28年9月29日 福島県川内村）

見学会(平成27年10月2日 東海1号炉）

見学会(平成26年11月17日 ふげん発電所）

見学会(平成28年7月5日 幌延深地層研究センター）
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制作・公開したオープン教材（バックエンド分野）

https://www.open-ed.hokudai.ac.jp/nucl-eng-edu-archives/
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オープン教材の一例（バックエンド分野）

https://ocw.hokudai.ac.jp/lecture/backend-radioactive-waste-disposal-engineering?movie_id=21755
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文部科学省・原子力人材育成事業の現況
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文部科学省・原子力人材育成事業の現況
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カリキュラム検討、制作・公開

• コアとなる講義の検討

• 実験基礎知識となる講義の検討

• 各大学特色のある講義の検討

• 放射性廃棄物処分工学、廃止措
置工学は、シラバスを再構築し、
一連の講義として構成する。

科目名 作業（2022年度）

原子炉物理学 初級編 学部生用 準備中

原子炉物理学：KUCA/近大炉実験 調整中

原子炉物理学：炉心解析手法 公開中

核データ工学特論 一部収録・公開済み

原子力熱流動工学特論 一部公開中

原子力安全設計・評価特論 院生用 著作権処理中

核燃料工学特論 公開中

核燃料の化学 著作権処理中

核燃料工学：新型炉 部会調整済み

原子炉材料工学 部会調整済み

放射化学 学部生用 公開中

放射線計測学 部会調整済み

放射線防護 部会調整済み

放射線遮蔽 部会調整済み

放射性廃棄物処分工学特論 既存資料再構築中

廃止措置工学特論 既存資料再構築中

環境放射能学特論 一部収録済み

計算科学 部会調整済み

原子力政策 公開中



オープンオンライン教材の公開状況 19

https://www.open-ed.hokudai.ac.jp/nucl-eng-edu-archives/

令和４年度収録数57講義、公開数28講義
（累積収録数：201件、累積公開数：127件）
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オープン教材の利用状況

＊1講義の聴講には3～7回のダウンロードが必要

LMS: Education and Learning Management System

ダウンロード（再生）数

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

オープン教材としての
視聴

15,175 8,449 5,818 15,119 7,036 9,694

LMSからの視聴 － 1,793 1,401 1,883 2,489 1,625

計 15,175 10,242 7,219 17,002 9,525 11,319

2013年度からの累計ダ
ウンロード（再生）数

約5万件 約6万件 約6万5千件 約8万3千件 約9万3千件 102,983 件
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大規模公開オンライン講座（ＭＯＯＣ）

放射線・放射能の科学
・放射線の基礎～放射性廃棄物処分まで
・2020年3～5月、2021年2～4月に開講
・講師７名
・登録者数：3,688名（合計）
・修了者数：   746名（合計）

修了者は、社会人が半数以上

受講者年代 10代以下 20代 30代 40代 50代 60代 70代 その他 合計

受講登録数 285 471 381 455 530 560 362 644 3,688

受講登録構成比 7.7% 12.8% 10.3% 12.3% 14.4% 15.2% 9.8% 17%

受講者の年齢構成

→ 新たなコース（「高レベル放射性廃棄物の地層処分」）の開講を準備中
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原子力規制庁・原子力規制人材育成事業の採択

令和５年度原子力人材育成等推進事業費補助金
（原子力規制人材育成事業、R5～R9年度）の採択

①確率論的リスク評価

澤 和弘・張 承賢
（北大・工・応用量子）

④放射線防護

久下 裕司（北大・ RIセンター）・
野矢 洋一（北大・安全衛生本部）

③原子炉工学

千葉 豪
（北大・工・応用量子）

②過酷事故・
放射性物質の放出

河口 宗道
（北大・工・応用量子）

⑤外部ハザードとその対応

稲津 將
（北大・理・地球惑星）

原子力安全規制に関する５項目に関するオープン教材の開発と、
それを活用した実験・実習・セミナー等を実施する
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バックエンド分野における人材育成の課題

• 原子力を持続的に使用するためには、発電に伴って
発生する放射性廃棄物の処理・処分の問題を解決し
なくてはならない。

• 福島第一原子力発電所の廃止措置および福島の環
境修復が今後の大きな課題である。

• 廃止措置、環境修復の推進には、それらの作業から
発生する多種多様な放射性廃棄物への対応が不可
欠である。

→ 長期間にわたって優れた人材を確保する必要
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人材育成におけるバックエンド部会への期待

 若い世代の育成
 進路あるいは研究テーマ決定を控えた高校生・学部生等

に魅力的な分野としてアピールする教材の制作・公開

 バックエンド分野に不可欠な多様な専門学問分野を継続
的に教育する体制の構築

 国際性の涵養が図れる教育プログラムの提供

バックエンド部会への期待：
助言、ニーズ調査、コンテンツの提供、実習・実験等の機会提供
国内・海外インターンシップ制度の充実、海外派遣等の経済支援
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人材育成におけるバックエンド部会への期待

 社会人（専門家）の数と質の向上
 研究発表・交流機会の提供
 リカレント教育体制の構築

 社会人博士課程の充実

バックエンド部会への期待：
ニーズ調査、産学連携橋渡し、
研究交流機会の提供

 国民の理解向上
 オープン教材、MOOC等の学習機会の提供
 初等中等教育関係者との連携

バックエンド部会への期待：
コンテンツ提供、市民向け見学会等の機会提供、
小中高教員との交流機会提供

産学連携例
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ご清聴ありがとうございました
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